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（出典）中央調達実績 （平成29年度、総額は約１．8兆円）

● 防衛産業の規模は約１．８兆円であり、これは航空機産業（約１．1兆円）や造船
（約１．5兆円）、家庭用電気機器（約１．9兆円）と同程度。（自動車等製造業は約５８
兆円、電子工業は約１２兆円）
● 防衛産業は単一の産業ではなく、車両や艦船、航空機から、弾火薬、被服、燃
料といった多種多様な産業分野を含む複合産業。
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【防衛産業と他産業の市場規模比較】 【各装備品ごとの主要契約先】
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（出典）（左から順に）装備品の研究開発、調達及び維持整備に係る歳出予算(201７年度)、
経済産業省「生産動態統計」(2017年度)、日本造船工業会「本会会員会社船舶部門売上
高」(2017年度)、 日本電機工業会(2017年度)、社団法人電子情報産業技術会（2017年）、
経済産業省「平成2９年工業統計表」(20１７年度)
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